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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幅方向に長く構成された複数のルーバー羽根を上下方向に間隔を空けてそれぞれ水平に
設けられた支持軸回りに回動自在に短手方向に並べて配置したルーバー装置であって、
　前記ルーバー羽根は、前記ルーバー羽根の主面を構成し、前記ルーバー羽根の長手方向
に連続しかつ厚み方向の高さ位置が異なるように配列される複数の板材と、
　隣り合う前記板材の間に厚み方向の空隙を形成するように隣り合う前記板材を連結する
連結部材と、を有することを特徴とする、ルーバー装置。
【請求項２】
　前記板材は、前記支持軸に対し、厚み方向に対称な高さ位置に互いに平行に配列されて
いることを特徴とする、請求項１に記載のルーバー装置。
【請求項３】
　前記板材は、前記ルーバー羽根の長手方向及び短手方向に複数枚が配置されるように配
列されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載のルーバー装置。
【請求項４】
　前記板材は、主面が矩形に構成され、格子状に配列されていることを特徴とする、請求
項３に記載のルーバー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、室内外に設けて遮光と採光を行うルーバー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、窓から室内に射し込む直射日光等の光を遮るため、窓にルーバー装置を設けるこ
とが行われている。ルーバー装置は、左右に長い板状のルーバー羽根を上下方向に複数設
けることで遮光を行うものであり、ルーバー羽根が所定の角度で固定されている固定式の
ものや、特許文献１から３に開示されているように各ルーバー羽根を夫々の長手方向の軸
を中心に回転可能に支持した可動式のものがある。この可動式のルーバー装置は、ルーバ
ー羽根を回動させることで、ルーバー羽根同志の間に形成される隙間を大小変化せしめて
、通風ができる状態でありながら採光量を自由に調整できるように構成されている。
【０００３】
　このような可動式のルーバー装置では、ルーバー羽根の構成が遮光、通風の状態を決定
するものであるため、上記の特許文献１から３に開示されているルーバー装置はそれぞれ
、ルーバー羽根の構造に特徴を持たせている。
【０００４】
　例えば、特開平８－１５２５２１号公報（特許文献１）は、ルーバー羽根の表面にホロ
グラムシートを積層したものであり、耐用の入射角を考慮して、太陽光を回折させること
で、遮光性を調整するものである。
【０００５】
　また、特開２００２－９７８６９号公報（特許文献２）に開示された従来のルーバー装
置は、板状のルーバー羽根全面のうちの一部分に光を拡散させる拡散部を設けると共に拡
散部以外の部分を光を透過させない遮光部とし、遮光するため各ルーバー羽根を回動させ
た際に、各ルーバー羽根の拡散部が隣のルーバー羽根の遮光部と重複してなることを特徴
としたものである。
【０００６】
　さらに、特開２０１０－７７６３７号公報（特許文献３）には、ルーバー羽根を中空構
成とし、斜行部と透光部を区画形成することで、所望の明るさの採光を行うことができ強
度的に優れたルーバー装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－１５２５２１号公報
【特許文献２】特開２００２－９７８６９号公報
【特許文献３】特開２０１０－７７６３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上記の特許文献１に記載のルーバー装置は、いずれも遮光と透光を効率よく行
うことを目的とするものであり、通風と遮光との両立を実現することができないという問
題があった。すなわち、遮光を行うためにルーバー羽根を閉じた状態にすると、羽根の間
の隙間も小さくなるため、通風も制限されるようになっていた。
【０００９】
　したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、上記の問題点を解決し、通風を
制限することなく、遮光と透光を任意に切り替えることができる可動式のルーバー装置を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記技術的課題を解決するために、以下の構成のルーバー装置を提供する。
【００１１】
　本発明の第１態様によれば、幅方向に長く構成された複数のルーバー羽根を上下方向に
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間隔を空けてそれぞれ水平に設けられた支持軸回りに回動自在に短手方向に並べて配置し
たルーバー装置であって、
　前記ルーバー羽根は、前記ルーバー羽根の主面を構成し、前記ルーバー羽根の長手方向
に連続しかつ厚み方向の高さ位置が異なるように配列される複数の板材と、
　隣り合う前記板材の間に厚み方向の空隙を形成するように隣り合う前記板材を連結する
連結部材と、を有することを特徴とする、ルーバー装置を提供する。

【００１３】
　本発明の第２態様によれば、前記ルーバー羽根は、上下方向に間隔を空けてそれぞれ水
平に設けられた支持軸回りに回動自在に配置されていることを特徴とする、第１態様のル
ーバー装置を提供する。
【００１４】
　本発明の第３態様によれば、前記板材は、前記ルーバー羽根の長手方向及び短手方向に
複数枚が配置されるように配列されていることを特徴とする、第１又は２態様のルーバー
装置を提供する。

【００１５】
　本発明の第４態様によれば、前記板材は、主面が矩形に構成され、格子状に配列されて
いることを特徴とする、第３態様のルーバー装置を提供する。

                                                                                
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ルーバー羽根を、複数枚の板材を組み合わせて、厚み方向の高さ位置
が異なるように構成することで、ルーバー羽根ごとに隣り合う板材の間に厚み方向の空隙
が形成される。このため、当該空隙を通風のために利用することができる。したがって、
遮光及び目隠しを確実に行うことができると共に、通風性がよいルーバー装置とすること
ができるため、強風などによる破損や壁倒れなどの問題を解消することができる壁材とし
ても使用することができる。
【００１７】
　本発明の第２態様によれば、また、ルーバー羽根同士の隙間が大きくなるように支持軸
周りに回動した場合であっても、板材はルーバー羽根の主面に沿って配列されているため
、板材によって透光性が悪くなることがない。
【００１８】
　本発明の第３態様によれば、支持軸を中心にルーバー羽根の表裏で対称な外観となるた
め、ルーバー装置を表裏なく使用することができる。
【００１９】
　本発明の第４態様によれば、ルーバー羽根の長手方向及び短手方向の２軸に沿って複数
の板材を設けることで、ルーバー装置の遮光性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態にかかるルーバー装置の外観構成を示す正面図である。
【図２】図１のルーバー装置のルーバー羽根を閉じた状態を示す部分拡大図である。
【図３】図１のルーバー装置のルーバー羽根を開いた状態を示す部分拡大図である。
【図４】図１のルーバー装置に使用されるルーバー羽根の構成を示す分解斜視図である。
【図５】図４の部分拡大図である。
【図６】固定枠とルーバー羽根との取り付け構成を示す部分拡大分解図である。
【図７】閉じた状態のルーバー羽根の配置構成を模式的に示す断面図である。
【図８】開いた状態のルーバー羽根の配置構成を模式的に示す断面図である。
【図９】本発明の第２実施形態にかかるルーバー羽根の板部材の配置構成を示す図である
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。
【図１０】本発明の第３実施形態にかかるルーバー羽根の板部材の配置構成を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態に係るルーバー装置について、図面を参照しながら説明する
。図１に示すように、本実施形態にかかるルーバー装置１は、互いに所要の間隔で複数並
列したルーバー羽根２を互いに同期して回動させるようにしたものである。
【００２２】
　本実施形態においては、上下方向に間隔を空けてそれぞれ水平軸回りに回動自在に配置
した複数のルーバー羽根２を備える。ルーバー羽根２は、小さな板部材３をその主面方向
に正面視においてほぼ隙間なく格子状に配列した構造であり、図２に示すように、板部材
３の表面で照射光を遮断する構成となっている。
【００２３】
　ルーバー装置１は、互いに所要の間隔をおいて起立した縦枠材４ａの上下端間に、横枠
材４ｂを横架してなる固定枠４と、それら縦枠材４ａ間に上下多段に配列した複数のルー
バー羽根２とを主要の構成としたものである。
【００２４】
　ルーバー羽根２は、上述の通り同期して回動するように構成されており、１つのルーバ
ー羽根２を操作することで全体が回動する。図３に示すように、ルーバー羽根２の回動に
より、ルーバー羽根２が方向き、その間に形成される隙間１０が大きくなることで、これ
らの隙間から照射光が透光する。
【００２５】
　ルーバー羽根２は、羽根本体５０の両端に、軸受５１を配設したものである。軸受５１
は金属又は合成樹脂で構成されており、図４に示すように、ルーバー本体５０の側面に沿
う形状に成型された一対の挟持壁５２の間に羽根本体５０の端部を挿入して固定する。挟
持壁５２はクランク形状に構成されており、後述するように、羽根本体５０を構成し、厚
み方向に段差を設けて配置される板部材３の端部を支持する。
【００２６】
　軸受５１の挟持壁５２の中間位置には、支持軸５３が設けられている。当該支持軸５３
は、固定枠４との枢着に用いられ、縦枠材４ａに設けられている差込穴１５に嵌め込むこ
とで、ルーバー羽根２が支持軸５３を中心に回動するように構成される。
【００２７】
　挟持壁５２は支持軸５３に対して点対称に設けられており、支持軸５３に対して板部材
３がルーバー羽根２の厚み方向に対称となるように配置される。したがって、ルーバー羽
根２は、その厚み方向に表裏に対して、ほぼ同じ外観となり、ルーバー装置１の使用時に
表裏の区別をする必要がない。
【００２８】
　一方の支持軸５３には、ピニオン５４が取りつけられ、後述する縦枠材４ａに設けられ
るラック１４に噛合することにより、すべてのルーバー羽根２が同期して回動するように
構成される。
【００２９】
　羽根本体５０は合成樹脂製のものであり、図４，図５に示すように矩形の板部材３を正
面視でほぼ隙間なく格子状に並べた構成である。板部材３は、短手方向及び長手方向に連
続して複数枚が配置されており、隣り合う板部材３は、連結部材５で連結される。また、
隣り合う板部材３は、それぞれその厚み方向の位置が異なるように配置される。
【００３０】
　連結部材５は、ルーバー羽根２の厚み方向に細長い棒状の部材であり、隣り合う２つの
板部材３の外縁同士を連結する。板部材３の１辺につき２つの連結部材が設けられており
、連結部材５の間には、空隙６ｘ、６ｙが形成される。空隙６ｘ、６ｙは、板部材３の厚
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み方向に主面を有し、ルーバー羽根２を正面視したときには、ほとんど視認することがで
きず、ルーバー羽根２の遮光性にほとんど影響を及ぼさない。一方で、隣り合う板部材３
の空隙６ｘ、６ｙによって、ルーバー羽根２厚み方向に通風性を確保することができる。
【００３１】
　隣り合う板部材３の厚み方向の配置位置の幅Ｄは、後述するルーバー羽根２の通風性及
び遮光性に考慮し、板部材３のサイズに応じた寸法関係をも満たすように構成することが
できる。本実施形態では、板部材３の一辺の寸法Ａの約１／３となるように設計されてお
り、ルーバー羽根２の斜めからの遮光性及び適度の通風性を確保している。
【００３２】
　板部材３と連結部材５は一体的に構成されており、例えば、射出成型などの手段により
羽根本体５０全体として製造される。
【００３３】
　羽根本体５０の両端に軸受５１及びピニオン５４を嵌め込んでルーバー羽根２を形成し
、これを縦枠材４ａに設けられている差込穴１５に嵌め込んでルーバー装置１を形成する
。
【００３４】
　縦枠材４ａは、底壁１１と外側壁１２及び内側壁１３とを有する断面コの字状に構成さ
れており、内部にラック１４を収容することができるようになっている。内側壁１３には
、ルーバー羽根２の寸法に応じた一定の間隔ごとに差込穴１５が設けられており、この差
込穴１５に軸受の支持軸５３を挿入し、ピニオン５４を支持軸に固定する。このとき、そ
れぞれのルーバー羽根２の各ピニオン５４とラック１４は噛合するように構成されており
、１つのルーバー羽根２の回動動作に他のルーバー羽根が同期して回動する。
【００３５】
　次に、ルーバー羽根２と入射光及び通風との関係について、図７～８を参照して説明す
る。図７は、閉じた状態のルーバー羽根の配置構成を模式的に示す断面図である。また、
図８は、開いた状態のルーバー羽根の配置構成を模式的に示す断面図である。
【００３６】
　上記したルーバー羽根２は、例えば四季それぞれに対応した角度に回動させることがで
き、例えば図７には、例えば照射光の入射を防ぐように閉じた第一の閉姿勢を示している
。このとき、ルーバー羽根２の板部材３は、平面視してその主面に沿ってほぼ同じ方向に
配列されているため、板部材３の主面により遮光性が確保される。
【００３７】
　一方、ルーバー羽根２の表面は、板部材の厚み方向の配置位置が異なるようになってい
るため、当該板部材３の間の空隙６ｘ、６ｙは開放された状態となっている。すなわち、
当該空隙６ｘ、６ｙを通して矢印９１に示すように、通風性を確保することができる。こ
れにより、採風を行いながらも照射光が室内側に差し込むことがない。
【００３８】
　また、図８に示すように、ルーバー羽根２を回動させて、上側のルーバー羽根２と下側
のルーバー羽根２との間の隙間１０を大きくした開姿勢においては、隙間１０を通じて照
射光を室内側に十分に取り込むことができ、所望の明るさの採光を行うことができる。ま
た、通風性も当該隙間１０を通して行うほかに、空隙６ｘ、６ｙもルーバー装置に対して
直線的に配列されるため、通風経路の抵抗を小さくすることができ、通風性を向上させる
ことができる。
【００３９】
　次に、第２～第３の実施形態に係るルーバー羽根について、簡単に説明する。図９は、
本発明の第２実施形態にかかるルーバー羽根の板部材の配置構成を示す図、図１０は、本
発明の第３実施形態にかかるルーバー羽根の板部材の配置構成を示す図である。これらの
実施形態においては、ルーバー羽根２０、３０をそれぞれ構成する板部材２１，３１の形
状が第１実施形態と異なり、当該板部材２１，３１の形状に応じて連結部材２２，３２の
取り付け位置等が異なるものである。
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　第２実施形態においては、三角形の板部材２１を適宜組み合わせて用い、中央に位置す
るひし形状の板部材２１の間にごく小さい通風口２３を設けている。それぞれの板部材２
１の外縁には、連結部材２２が設けられており、板部材２１を厚み方向に異なる位置に配
列させる。連結部材２２の間には、空隙２４が設けられており、通風性を確保することが
できる。
【００４１】
　第３実施形態においては、六角形の板部材３１を適宜組み合わせて用いる。それぞれの
板部材３１の外縁には、連結部材３２が設けられており、板部材３１を厚み方向に異なる
位置に配列させる。連結部材３２の間には、空隙３４が設けられており、通風性を確保す
ることができる。
【００４２】
　以上説明したように、本実施形態にかかるルーバー装置は、ルーバー羽根を、複数枚の
板材を組み合わせて、厚み方向の高さ位置が異なるように構成することで、隣り合う板材
の間に厚み方向の空隙が形成される。このため、当該空隙を通風のために利用することが
できる。また、ルーバー羽根同士の隙間が大きくなるように支持軸周りに回動した場合で
あっても、板材はルーバー羽根の主面に沿って配列されているため、板材によって透光性
が悪くなることがない。
【００４３】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その他種々の態様で実施可能
である。たとえば、上記実施形態では、ルーバー羽根が回動する回動式のものを説明して
いるが、各実施形態におけるルーバー本体と同様の構成のルーバー羽根を短手方向に配列
することで、遮光及び目隠しを確実に行うことができると共に通風性がよい目隠し材とす
ることができる。したがって、強風などによる破損や壁倒れなどの問題を解消することが
できる壁材としても使用することが可能である。
【符号の説明】
【００４４】
　１　ルーバー装置
　２，２０，３０　ルーバー羽根
　３，２１，３１　板部材
　４　固定枠
　４ａ　縦枠材
　４ｂ　横枠材
　５，２２，３２　連結部材
　６ｘ，６ｙ，２４，３４　空隙
　７　固定穴
　８　掛止穴
１０　隙間
１１　底壁
１２　外側壁
１３　内側壁
１４　ラック
１５　差込穴
５０　羽根本体
５１　軸受
５２　挟持壁
５３　支持軸
５４　ピニオン
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